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潜在化させてきていることも明らかにしている。   
最後に「あいまいな当事者戦略」を採用してきたセクシュアル・マイノリテ
ィたちが、自分自身の当事者性を隠さずに活動する場の構築に関わり「結節の
場としてのコミュニティ」を提起している点を指摘したい。このコミュニティ
は、人権の保障や政策的改善を求めるこれまでの運動から、セクシュアル・マ
イノリティが生活する地域コミュニティを基盤として身近な生活課題の改善に
つながるものとして展望するものであり、これも独自な視点である。 
 
 
（２）論文の評価 
まず、本論文は、韓国の激しい差別と偏見の下に置かれてきたセクシュアル・
マイノリティの当事者運動とコミュニティの変遷との関係に着目をし、それを
当事者コミュニティの変容とエンパワメントの過程と結び付けた分析枠組みを
構築した点、そしてその枠組みを用いてセクシュアル・マイノリティ運動の展
開過程の先行研究を幅広く渉猟し、文献資料を駆使し、また現地調査を重ね実
証的に整理した点で評価することができる。また今後の韓国のセクシュアル・
マイノリティ運動団体の抱える課題にたいして、「結節の場としてのコミュニテ
 6 
ィ」を提起し展望を提示している点も高く評価される。 
次に「あいまいな当事者性」戦略の概念の持つ意義について必ずしも十分に
展開されていないようにみられ、本概念をより精緻化することで分析を深める
ことが望まれる。概念的な点に関わり、承認ニーズなどの解釈などもより精緻
な議論が望まれる。また権利要求をしていく時の運動側の正当化のロジックと
キリスト教側の対抗ロジックとがどのようにかみ合っていくのか等の観点も今
後の課題として残される。 
以上に述べたように、本論文で得られた知見はいくつかの課題はあるが、セ
クシュアル・マイノリティのみならずエンパワメントの分析枠組みは、社会福
祉の他領域にも還元し得る多くの示唆が含まれている。以上のことから、本論
文を学位（博士）授与に必要となる学術的水準を満たすものとして評価する。 
 
